
 

 

 

 

８（２） 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 
 ［第２学年］ C 関数 

(1) 一次関数について、数学的活動を通して、次の事項を身につけることができるよう指導す
る。 
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
(イ） 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

 

■正答及び正答率等 

正答 正答率 誤答率 無答率 

（正答例） 
・ 「強」の場合の式と「弱」の場合の式につい
て、それぞれの式にｙ＝０を代入し、ｘの値の
差を求める。 

・ 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラ
フについて、ｙの値が０のときのｘの値の差を
求める。 

・ 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラ
フについて、ｙの値が０のときの２点間の距離
を読み取る。 

１５．２％ ６９．８％ １４．８％ 

 

■主な誤答とその要因 

主な誤答 要因 

・ ２つのグラフのｘの値の差を求める。 
（反応率９．７％） 

・ グラフを用いることは記述しているが、２つの
グラフのｙの値が０のときについて着目するこ
と、ｘの値の差を求めること、２点間の距離を読
み取ることのいずれの記述もない。 
（反応率１１．５％） 

グラフを読み取っておよそ何時間になるかを
求められることは理解しているが、求め方を数学
的に表現できなかった。 

中学校数学 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

内容の系統と指導のポイント 

小学校第６学年 

 

中学校第２学年 

 
グラフから、いろいろなことを読み取ろう（東京書籍第６学年） 
 妹と兄が自転車のコースを同時に出発したときの、走った時間と道のり
を表したグラフから、情報を読み取る。 
① どちらが速いかを読み取る。 
② ある地点を兄が通過してから妹が通過するまでの時間を求める。 
③ 出発してから５分後に、２人が何ｍはなれているかを求める。 
④ 出発してから１０分後（グラフは途中までしかない）に、２人が何ｍ

はなれているかを求める。 

 

 
 
 
 
 
 

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明するこ

とができるようにする。 

２つのグラフを合わせて、数量の関係を読み取る。 

〔変化と関係〕 
伴って変わる二つの関係を見いだして、それらの関係に着目し、目

的に応じて表や式、グラフを用いてそれらの関係を表現して、変化や
対応の特徴を見いだすとともに、それらを日常生活に生かすこと。 

 問題解決の場面を設定
し、グラフの用い方など
について数学的に説明で
きるように繰り返し指導
する。 
また、表現が不十分な

説明を取り上げて、問題
解決の見通しを共有した
場面などを振り返りなが
ら、十分な説明ができる
ようにする。 

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明するために、 
① 問題文を読み、「分かっていること」、「求めること」等を全体で確認し、課題の意味を理解させる。 
② 使用時間の違いが何時間かを求める活動を設定し、自分の考えを持つことができるようにする。 
③ 使用時間の違いをどのように求めたかを、式やグラフを用いてグループで説明し合う場を設定す
る。 

④ 式またはグラフを用いた説明を書かせ、オクリンクプラスで共有する。 
⑤ 不十分な説明を取り上げ、「ｙ＝０のときのｘの値から、使用時間の違いをどのように求めました
か」「グラフのどの部分を見ればわかりましたか」等と問い、数学的な表現を意識させ、より良い説
明方法について全体で追究する。 

⑥ 自身の考えた使用時間の違いを求める方法の説明を修正させる。 

本設問の活用の手順 

〔関数〕 
一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

平成３０年度全国学力・学習状況調査 B問題  
３（３）列車の運行のようすを表したグラフから、

列車アが通ってから列車エが通るまでにお
よそ何分かかるかを求める。 

（正答） 
  列車アと列車エの２つのグラフについて、yの値
が６のときのｘの値の差を求める。 

正答率 12.8％ 誤答率 56.9％ 無答率 30.2％ （広島市） 

 
 

中学校第 1学年 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

比例の関係から問題解決のために数学を活用する方法を考え、

説明できるようにする。 

〔関数〕 
比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

(国立教育政策研究所 HP) 

(国立教育政策研究所 HP) 

令和３年度全国学力・学習状況調査  
７（２）２分間スピーチをはかるペットボトルの砂時

計をつくるために、ペットボトルに入れる砂
の重さと砂が落ちるまでの時間を調べた結果
のグラフから、２分をはかるために必要な砂
の量（重さ）を求める方法を説明する。 

（正答） 
原点Ｏを通る直線のグラフをかき，y ＝１２０のときの x座標を読む。 

正答率 26.3％ 誤答率 52.8％ 無答率 20.9％ （広島市） 

 グラフのどの部分から

そう言えるのか、児童自

身の言葉で説明できるよ

うに指導する。 

 小学校では 

 中学校では 

教科書のここ！ 

小６ Ｐ．１５９ 

教科書のここ！ 

中１ Ｐ．１６３ 

教科書のここ！ 

中２  Ｐ ． ９ ９ 


